
麦類 

赤かび病 

発 生 の 動 向 

１ 令和７年は、６月上旬の巡回調査では、発生圃場率は 0.0％（平年 0.0％）で、発生量は平年並に

少なかった（データ省略）。本年は開花期（ナンブコムギ・ゆきちから：５月 18日）以降、降水日

が多かったものの、気温は平年より低く推移したため、感染には不適な条件であった（図１）。 

２ 近年、赤かび病抵抗性「やや弱」の品種（ゆきちから）が広く作付けされていることに加え、開

花期が高温・多雨で推移した場合には多発のおそれがあるため、引き続き注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防 除 対 策 

農産物検査における赤かび粒の混入限度は 0.0％である。厚生労働省が定めたデオキシニバレノ

ール（赤かび病の病原菌が産生するかび毒。以下、「ＤＯＮ」という。）の小麦における基準値は

1.0mg/kg であり、赤かび病は徹底した防除が必要な病害である。 

 

１ 赤かび病菌は開花した穂に感染するため、開花始期から開花期の薬剤防除が最も効果的である。

圃場ごとに生育状況を把握し、確実に適期防除を実施する。 

２ 令和４年産岩手県産麦でＤＯＮ基準値超過が発生したことから、令和８年度も発生防止を徹底す

るため、全ての品種で赤かび病防除を適期に２回以上行う。 

具体的には、開花始期～開花期に１回目、その７日～10日後に２回目の防除を実施する。曇雨天

が続く場合には、さらに７～10日後に追加防除（３回目）を実施する。なお、３回目防除を実施す

る場合は収穫前日数に注意する。 

３ 使用する農薬は、赤かび病に適用があり、赤かび粒の発生抑制とＤＯＮ濃度低減の効果が高いも

のを選択する。 

４ 成熟する前で穂が緑色の時期は罹病穂を識別しやすいので、この時期に抜き穂を行い、赤かび粒

の混入を回避する。 

５ 刈り遅れにより降雨に当たると赤かび病の進展やＤＯＮ産生が助長される原因となるため、適期

（子実水分 30％以下）になり次第、速やかに収穫する。赤かび病が発生した部分や雑草が繁茂した

部分は刈分けを行い、良質な小麦への混入を避ける。 
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図１ 令和７年産小麦の開花期前後の気象と防除時期 

（農研センター作況試験、品種：ゆきちから） 

※気象値はアメダス北上現況値 


